
【態度目標】しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】統計調査に関する基本的な用語について理解できる。

      また，標本調査の考え方について理解が深まる。

□全数調査と標本調査

　統計的な調査には，調べたい対象全体のデータを集める全数調査と，対象全体から一部を抜き出して調べ，

その結果から，全体の状況を推測する標本調査がある。たとえば，年に度行われる国勢調査などは全数調

査である。しかし，全数調査は普通多くの労力，時間，費用を必要とする。また，工場で多数の製品を検査する場

合や，検査によって製品が傷つくときなどは，全数調査は好ましくない。このような調査の対象全体が多数のときには，

少ない費用と労力で全体の傾向をつかむことが有効な方法として標本調査が広く採用されている。たとえば，テレビ番







組の視聴率を調べる方法は標本調査である。

　標本調査では，調べたい対象全体の集合を母集団，調査のために

母集団から抜き出された要素の集合を　標本といい，母集団から

標本を抜き出すことを，標本の抽出という。また，母集団，標本の

要素の個数を，それぞれ，母集団の大きさ，標本の大きさという。

　標本調査では，抽出された標本が母集団のなるべく正しい縮図になる

ようにしなければならない。すなわち，標本に属する要素が特別なものに

偏らないように選ぶこと，標本が偏りなく公平に抽出されることが必要である。

　母集団の各要素を等しい確率で抽出する方法を無作為抽出といい，無作為抽出で選ばれた標本を無作為

標本という。無作為抽出では，乱数さい や乱数表を用いたり，コンピュータによって発生させた乱数を利用した

りする。

□無作為抽出の方法

　無作為抽出では，乱数さいや乱数表などが使われる。

　乱数さいは，正二十面体のさいころで，からまでの数字が回ずつ

刻まれている。たとえば，青白赤の個の乱数さいを投げて，それぞれに

出た目の数を，桁の数の百，十，一の各位の数とすることで，から

までの数のつを無作為抽出することができる。
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

 



　また，非常に大きい母集団から標本を

抽出するときは，コンピュータを利用すると

便利である。右の画像は，コンピュータを

利用して，からまでの万個

の数から個の数字を無作為に抽出した

ものである。





    

学年 年 年 年 計

公共交通機関    

自転車，徒歩    

 ：

 ：  

 

    
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□母集団分布

の値 度数

 

 

 

 

計 

    計

 












　統計調査の対象には，身⾧，血液型，不良品の個数などのように，特定の性質がある。

これを特性といい，ある特性を表すものを変量という。統計調査で実際に調べるのは，

母集団に属する要素についてのデータであるが，それはある変量の値の集合として表現できる

ことが多い。　以下，特に断らない限り，データをある変量の値の集合と考える。

　大きさの母集団において，変量のとりうる異なる値を　  ，  ，……， 

とし，それぞれの値をとる個体の個数を　　  ，  ，……， 

とすると，この母集団における変量の度数分布表は，右の表のようになる。

　また，母集団における変量の平均値，標準偏差は，次の式で与えられる。

　 

           


  



   
 



 




　


  
   


   


    

　いま，この母集団から個の要素を無作為に抽出するとき，その要素に

おける変量の値は偶然に支配されるが，  となる確率  は

　  



，，，，……，

である。したがって，は右の表のような確率分布をもつ確率変数と考えられる。この確率分布は，母集団の相対度

数の分布と一致する。したがって，母集団における変量の平均値，標準偏差と，この確率変数の期待

値  ，標準偏差  について，次のことが成り立つ。

   ，　    
　　　　　　　　　　



　一般に，母集団における変量の分布を母集団分布，その平均

値を母平均，標準偏差を母標準偏差という。

　したがって，大きさの無作為標本における変量の値は，

母集団分布に従う確率変数で，その期待値，標準偏差は，それぞれ，

母平均，母標準偏差と一致する。

   















標本の

期待値と標準偏差が

適用される

例１１）と書かれたカードが枚，と書かれたカードが枚，と書かれたカードが枚ある。

　　　この枚のカードを母集団とみて，カードの数字を変量とすると，

　　　母集団分布は，大きさの無作為標本の値の確率分布と一致する

　　　から，右の表のようになる。よって，母平均と母標準偏差は

　　　　　　 

















　　　　　　  














 



 


　　

　実際の統計においては，母集団の大きさは非常に大きいのが普通であり，母集団分布は連続型確率変数の分

布で近似されることが多い。とりわけ，母集団分布として正規分布をとると具合のよい現象が多い。
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□復元抽出・非復元抽出

　母集団の中から標本を抽出するのに，

毎回もとに戻しながら次のものを個ずつ取り出すことを復元抽出という。

これに対して，取り出したものをもとに戻さずに続けて抽出することを非復元抽出という。

問６）　枚のカードに，それぞれ，，，の数字が書いてある。

　　　この枚のカードからなる母集団から，次のような方法で大きさの無作為標本を抽出し，

　　　そのカードの数字を順に  ，  とする。  ，  の同時分布を，次のそれぞれの場合に求めよ。

　　　　復元抽出　　　　　　　　　非復元抽出

　                 とすると

 


   






































































































 


   

 























































































     　復元抽出であるから

　　  












　　よって，同時分布は

　　　　左の表のようになる。

　非復元抽出であるから，

　　で

　　　　  












　　よって，同時分布は

　　　　右の表のようになる。

　母集団から大きさの標本を無作為に抽出し，その個の要素における変量の値を  ，  ，……，  と

する。この抽出が復元抽出ならば，それは母集団から大きさの標本を無作為に抽出するという試行を回繰り返

す反復試行であるから，  ，  ，……，  は，それぞれが母集団分布に従う互いに独立な確率変数となる。

　非復元抽出の場合でも，母集団の大きさが標本の大きさに比べて十分大きい場合には，非復元抽出と復元

抽出の違いは小さくなる。

　したがって，非復元抽出による標本も近似的に復元抽出による標本とみなすことができ，  ，  ，……，  

は，それぞれが母集団分布に従う互いに独立な確率変数と考えてよい。

工場の製品の個数は無作為標本より十分に大きいと考えられる

例１２）　ある工場で生産された製品について，どの程度の割合で不良品が混ざっているかを，抜き取り検査に

　　　よって調べる。この場合，母集団である全製品のおのおのについて，不良品のとき，そうでないときと表すと，

　　　母集団から抽出された大きさの標本について，との値をとる変数  ，  ，……，  が得られ，

　　　これらは同じ母集団分布に従う互いに独立な確率変数となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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